
平成２５年度 事 業 報 告 書

Ⅰ 保存普及事業

(1) 鉄道遺産等普及事業

明治２６年(1893)横川～軽井沢間に官設鉄道が開通して以来育まれてきた鉄道

文化遺産は、めがね橋や旧丸山変電所などの重要文化財だけではなく、ＥＤ４２や

ＥＦ６３等の電気機関車、レンガ造のトンネルや橋梁が当該地域には数多く残され

ている。

特に急勾配の横川～軽井沢間だけを運行していたＥＦ６３形電気機関車は碓氷峠

鉄道文化むらに４両動態保存されており、全国から鉄道ファンが運転体験に訪れて

いる。また、全国から集めた数多くの貴重な鉄道車両が展示されており、これらを

あわせて後世に伝える保存活動を続けていくことが重要である。

①ＥＦ６３運転体験事業

☆ 学科・実技講習 毎月第１・３土曜日に実施。

「２２回実施 １２７名（内女性４名）」

☆ 検定合格者に講習修了証交付後、指導機関士による保存運転線区間往復

約800ｍの実車運転体験。

☆ 運転体験 １日最大１０名「３０６日実施 延べ２，８４７名」

②展示車両の保存活動

☆ＥＦ６３-２５及びスニ３０-８ ２両の修繕塗装を実施。

(２) 情報発信事業

① 碓氷峠を紹介する資料の発行 ・販売

歴史と自然の豊かな碓氷峠を広く紹介するための資料とするとともに碓氷

峠（アプトの道）を散策をするガイドブックとしても役立つ案内及び説明資

料の発行を行った。

峠ウオッチング「碓氷線絵地図」Ｂ５版１６ページ「１８０冊販売」

② 碓氷峠鉄道文化むらをより楽しんでいただく為、碓氷線の歴史と展示車両を

紹介した冊子の販売

・展示車両ＢＯＯＫ

碓氷峠鉄道文化むらの展示車両やジオラマの車輌を詳しく紹介した冊子の

作成。小学生以下がターゲットで漢字にはふりがなを振り、自分で記入す

る欄や記念スタンプを押すスペースを設けた。 ｢１２７冊販売｣

・碓氷峠鉄道文化むら「たんけんノート」

碓氷峠鉄道文化むらの案内図と碓氷線の歴史をわかりやすく解説した冊子

で、小学生の自由研究ノートとしても活用できる。

「２５冊販売」

③ ホームページによる情報提供

前年に引続きインターネットのホームページを利用し、四季折々変化する碓

氷峠等周辺の情報及び碓氷峠鉄道文化むら・碓氷峠の森公園交流館「峠の湯」

・碓氷峠くつろぎの郷コテージ・財団の状況・イベント等の情報を提供した。



(３) 交 流 事 業

① 第１５回碓氷峠紅葉の俳句大会の開催

碓氷峠は古来より、紅葉の美しさでも知られ、唱歌「もみじ」の作詞の場

でもある。その峠の四季の美しさを俳句で表現することにより、峠の自然並

びに歴史などについて理解を深めてもらう。

俳句大会実施日 １１月３日(日)文化の日

会 場 碓氷峠の森公園くつろぎの郷管理棟

「応募句３１４名４２９句 当日句３２名６４句」

② 冬期ふれあいイベント

碓氷峠の森公園交流館が昨年７月３１日未明に火災となったため今年度は

休館中であるため冬期イベントのイルミネーションは中止しました。

③ 碓氷峠に関連する各種事業への協力

関係機関等で実施する碓氷峠に関わる諸事業に協力しました。

○碓氷峠周辺緑化促進「紅葉の植栽」事業に協力。

○安政遠足マラソンに協力。

○横川駅ＳＬ列車入線時のお出迎え。

④ 安中市民の憩いの場とし市内居住者の交流館(峠の湯)利用者の利便を図る。

☆ ７０歳以上の高齢者を対象に熟年割引優待券「入館料(３時間)２００円｣券

１２枚を配布しました。

（火災によりデーター焼失のため利用者数不明）

☆ 市内居住全世帯へ世帯別割引優待券「入館料(３時間)大人３００円・小人

２００円｣券１０枚を配布しました。

（火災によりデーター焼失のため利用者数不明）

⑤ 福祉シャトルバスの運行事業

交通手段を持たない高齢者等を対象に定期的にシャトルバスを運行し、交

流館【峠の湯】の利用促進と住民福祉の向上を図りました。

○「運行日数６５日 利用者数１，８６８人」（４月～７月末まで）

⑥ 矢の沢川親水公園管理事業

☆ 草刈り・ゴミ拾い等の清掃を７回実施。

⑦ くつろぎの郷体験事業の実施

○ペーパーアート教室 ３回 ３５名 風景絵手紙教室 ４回 ４３名

ランニング教室 ２回 ２７名 計９回 １０５名参加



Ⅱ 公共施設の管理運営事業

(1) 碓氷峠鉄道文化むら管理運営事業

① 「資料館・展示館・屋外展示場及び付帯施設等」の適切な管理運営の実施。

☆ 展示車輌及び展示資料などの適切な管理運営の実施。

☆ 園内施設及び設備等の点検修理。

☆ 園内及び駐車場・バス等乗務員休憩室の清掃（毎日）等の実施。

② トロッコ列車「シェルパくん」の運行管理事業

鉄道文化むらからとうげのゆ駅間に園内遊具としてトロッコ列車を運行し、

両施設利用及び碓氷峠周辺の観光の促進を図る。

☆ １２月から３月中旬までの期間は入園者等の状況により運行。

☆ ３月下旬から１１月までの期間は土曜日・日曜日・祝日に１日５往復の

運行。

○「１９４日 １，３８８便運行 ５９，７５４名乗車」

③ ２フィート蒸気機関車・ＤＬ機関車「あぷとくん」の運行管理事業

☆ １日１３回の運行（午前６回・午後７回）

☆ 線路の枕木交換及びレール取替

④ ミニＳＬ・ファミリー列車の運行管理業務

☆ ミニＳＬ【午前９時より１０分間隔で毎日運行

（１２時１０分～１３時１０分の間は除く）】

☆ ファミリー列車【ミニＳＬ運行線を使い土曜日・日曜日・祝日の１２時

１０分～１３時１０分の間に運行を行う。】

但し、春休み・夏休み・ゴールデンウィーク期間は毎日運行

➄ 碓氷峠鉄道文化むらファンクラブ｢友の会｣の運営（平成２５年度より、交流

事業から文化むら事業に編入。）



（２）碓氷峠の森公園交流館【峠の湯】管理運営事業

※７月３１日未明の火災により４月１日～７月３０日までの管理運営状況です。

① 交流館【峠の湯】の適切な管理運営の実施。

☆ 運営事業の実施。

☆ 施設及び設備等の点検修理の実施。

○空調機及び自動ドアの修繕を行った。

○２階回廊に目隠しフェンスを設置した。

② 送迎バス等の運行事業（４月１日～７月３０日まで）

地域住民の交流館利用促進を図るため、団体利用者等の送迎バスの運行を

行う。「運行１７回 ２２０名乗車」

③ 季節のイベント、キャンペーンの実施。

☆ 旅のプレゼントを実施「２回実施 ６，３８７名応募」

☆７月にホタル祭り開催記念プレゼントを実施「応募者数 ４５６名」

「フェイスマスクシートを抽選にて２００名プレゼント」

④ 碓氷峠の森公園管理業務

公園内の適切な管理運営を実施する。

☆ 草刈り及びゴミ拾い等の実施。

☆ 樹木等の剪定（年１回）の実施。

⑤ 屋外公衆トイレ管理業務。

公衆トイレ西棟の清掃（毎日）等の管理業務の実施。

※東棟は排水管の詰まりで閉鎖中（行政において修繕の予定）

（３）碓氷峠の森公園「くつろぎの郷」管理運営事業

① 宿泊滞在施設「コテージ７棟」の適切な管理運営の実施。

② 体験実習館並びに屋内交流広場・四阿の適切な管理運営の実施。

③ 施設及び設備等の点検修理の実施。

④ 駐車場及び園内の草刈り・樹木等の剪定等の清掃の実施。


